

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　   問題
この事例では、選手がジュニア期における体操競
技の専門的なトレーニングのなかで、いつの間にか
知らずに固癖化し、鋳型化された受動志向性におけ
る感覚質発生と直に向き合うこととなった。選手にとっ
ては怪我という出来事が、それまで〈なじみ〉のあった
動きかたを自ら捨て去りたいという「パトス転機」によっ
て動感志向形態の修正を動機づける。そこでは怪我
をする以前の動感形態に復元するのではなく、それ
を解消化して、同時に新しい動感メロディーを奏でな
がら動けるようになるのでなければならない。しかし、
過酷な身体経験によって鋳型化された技能は、試行
錯誤を経て成功した経験を多くもつわけだから、一
体何がおかしいのかが分からないのである。自我意
識の働かない受動的な動きかたに潜む欠損態には
気づかれず、修正のための動感素
ヒュレー
材を見出すことが
できない。本人は、「直したいけど、どうしていいかわ
からない」という自己矛盾に陥って苦しい情況であっ
た。この鋳型化された動きかたの修正は、当事者が
一人で解決することが難しく、指導者との関わりのな
かで価値意識をもつ感覚質の意味発生分析が求めら
れるのである。この選手の欠損態と関わるうちに、主
観身体の源泉をなす「絶対ゼロ点」に遡り、その空虚
地平における本質直観の様相変動を分析対象として
取り上げることになった。
その道のりは、宙返り下りという技に不可欠な基礎
技能を注意深くチェックしながら、そこに欠損する動
感素
ヒュレー
材を特定しつつ、最後は選手の動感能力の原
発生層位における微妙な感覚質の意味にまで遡る
ことになる。そこでは、思いつきの形式的な〈道しる
べ〉や教科書的なアドバイスは何の意味もなさない。
実
レエール
的分析に基づいた目当てを呈示し、それを〈動機
づけ〉する工夫によって成り立っている。そこでノエシ
ス契機に〈きっかけ〉を感じ取り、おぼろげながら浮
上する感覚質は、選手にとってどれも新鮮であり、〈思
わず確かめに入るように〉自発的に何度も繰り返した。
そこには動感意識を受動的に志向する〈原努力〉が
働いているからに他ならない。
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選手は、指導者が指示するとおりにひたすら真面
目に動きかたを覚えようとするが、固癖となった動きか
たがしつこくつきまとう。この固癖との抗争は何度とな
く繰り返されるが、次第に意味づけされる「押す」「抜
く」「あふる」「手が離れる」という動感メロディーを奏
でられるようになる。その動感メロディーは、意味づ
けられるノエシス契機によって、以前の〈バーを引っ
張るように離す〉という志向形態から、〈リズムで離す〉
という先構成される志向形態へとしだいに充実して
いった。そこでの実際に動く行為へと向う努力は、動
感形態の充実に向かうが、我が身に持ち合わせてい
る動感素
ヒュレー
材は本原的に空虚形態しか形成できないか
ら「できそうもない」という動感意識から逃れられない。
つまり「動感故郷」に立ち戻って〈私は動ける〉という
動感意識が、そこから抜け出す努力に働きかけ、先
構成された新たな志向形態の充実化に機能してい
る。積み重ねた基礎技能としての動感素
ヒュレー
材が、始
原的な動感運動としてすでに時間化された背景のな
かに与えられていて、その背景のなかから触発的な
相互覚起が発生したのであり、リズミカルな動感メロ
ディーを奏でることとなる。その営みは基礎練習と称し
た動感故郷に回帰し、結果的に「回り道」（6‒272頁）
することで学習し、昔のステレオタイプから解き放た
れて解消化が成立している。
とは言っても、修正化された動感形態は、古い固
癖を完全に消し去って劇的に変化しているわけでは
ない。しつこくへばり付いた癖は、今もなお意に反し
て身体を勝手に動かしてしまう。しかし、新たな動感
志向形態においては、実際に動くなかで「押し」がう
まくできないときの感じ、あるいは背中や胸が反るよう
に力が入った時の感じに、〈危険〉という付箋が貼ら
れている。そのことがバーに近寄ることを察知させるの
であり、情況投射化作用によって動きを中断するとか、
バーを引っ張らないなど危険回避の措置を取ることが
できるはずである。この選手の鋳型化された動感形
態はこのように修正化されている。
ここにおいて、道しるべ構成化に関する一つの疑
問が生じてくる。それは選手の動感能力における原
発生層位に遡源した〈目当て〉を真っ先に呈示してい
たら、修正過程はどのように進行していたかという問
いである。スポーツにおける競技の世界では、試合
という期限があるかぎり動感修正はある一定の期間
に、極力無駄を省いて行うことが求められるからであ
る。そこでは〈目のつけどころ〉という指導者の能力性
がものを言う。いずれにしてもそのシナリオは、修正
にかかる〈回り道〉にどのくらいの時間を必要とするの
か、それを逆算して代行化する指導者の直観分析能
力に依存しているのである。
Ⅵ．結語と展望
本論における修正指導の事例では、選手の怪我
が起点となっている。その出来事を、スポーツによく
あるアクシデントとして片付けていたなら、指導者に
動感修正の動機は生まれていない。怪我はスポー
ツにつきものなのだから、「今度は気をつけなさい」と
いう一言で終わらせていたであろう。そこでは、動感
修正という問題意識は初めから閉ざされているのであ
り、鋳型化現象という動感問題も浮上しない。ところ
が、選手が怪我をする以前の練習する姿からその可
能性をうすうす捉えていたことに、怪我が起こった後
で気づかされるから始末が悪い。その反省が、「直
してやりたい」という指導者の動機を触発することにな
る。
そこで選手の鋳型化された動きかたと対峙すること
になるのだが、そこから次々に欠損態が露呈する。
技能を覚えてきた過程において、当然出会っている
はずの動感素
ヒュレー
材が欠損しているから、それを伝える
のには苦労を強いられる。その事実から改めて考えさ
せられるのは、ジュニア期における選手育成や専門
トレーニングのあり方である。鋳型化現象は誰にで
も起こることだが、覚えた技能の多くが鋳型化されて
いる選手たちが増えてきているように思われる。その
選手たちの中には、練習中に突如動くことができなく
なってしまうことがある。そこでは、「体が動きません」
という言葉で代表されるように、その日の調子や身体
のコンディションの不調と結びつけられる。その結果、
やる気がないとレッテルを貼られてしまう。そのような
情況において、自我を触発する動感素
ヒュレー
材が受動地平
に埋没したまま動機化法則を働かせることができない
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のだとしたら、不調を理由にするのは至極当然のこと
なのかもしれない。その選手たちは、失敗すれば怒
られるという緊迫した条件下で身体経験を積んでいる
ことが多い。
子どもたちは、自分が好きになったスポーツで〈う
まくなりたい〉と願い、指導者の指示を素直に受け容
れようとするのだから、そこに教えかたの背景としての
〈動感運動基盤〉の問題が浮上してくる。情熱を傾
ける指導者なら、誰しも高次の感覚質を発生させる道
を歩んでほしいと願うはずである。だから、その情熱
とは裏腹に、鋳型化を色濃くしてしまうのは皮肉なこと
であり、速成主義や成果主義の代償には注意を払わ
なければならないのである。
その意味で、次世代の指導者を育成していく体育
専門大学において、指導者が備えるべき能力の養成
問題は重大であり、軽視できるはずもない。その能力
性の存在論を多くのスポーツ種目から事例的に検証
し、能力養成の方法論を構築することが急務である。
スポーツ指導の実践では、このように選手たちの様々
な動感問題と関わる責任がある。歴史身体を紐解き、
選手と対話し、ともに問題を解決しようとするから結び
つきを強くする。その「教える－覚える」関係系のなか
に、指導における専門性の道が開かれているのであ
る。
（平成27年度 文部科学省科学研究費補助金による
課題番号2556037）
引用参考文献
1. 金子明友 （2015）：『運動感覚の深層』明和出
版
2. 金子明友 （2005）：『身体知の形成（下）』明和
出版　　
3. 金子明友 （2002）：『わざの伝承』明和出版　
4. 金子明友 （1984）：『教師のための器械運動指
導法シリーズ　鉄棒運動』大修館書店
5. エドムント･フッサール/山口一郎･田村京子訳 
（1997）：『受動的綜合の分析』国文社 
6. 金子明友 （2005）：『身体知の形成（上）』明和
出版
渡辺　博之
